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新
冠
町
自
治
会
連
合
会

（
中
村
陸
男
会

長
）
は
、
苛
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
炊
き
出
し
器
と

発
電
機
各
２
台
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自

治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受

け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
、
そ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
炊
き
出
し
器
１
台
で
、
１
０
０
人

分
の
ご
は
ん
が
　
分
で
炊
く
こ
と
が
で
き
、

２０

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
時
の
炊
き
出

し
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
行
事
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

泊
津
高
台
避
難
用

東
町
第
２
避
難
路
整
備

　
泊
津
高
台

へ
の
避
難
路
と
し
て
、
本
年

度
新
た
に
避
難
階
段
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
避
難
階
段
は
、
新
冠
市
街
地
住
民

が
よ
り
早
く
高
台

へ
避
難
で
き
る
よ
う
増

設
し
た
も
の
で
、
全
長
　

ｍ
、
１
４
１
段

８１

に
２
箇
所
の
休
憩
所
を
設
け
、
夜
間
で
も

避
難
で
き
る
よ
う
４
箇
所
に
照
明
と
、
足

元
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
２
箇
所
の
避
難
階
段
を
利
用
し
、
津
波

の
際
は
ま
ず
高
台

へ
避
難
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

新
た
に
津
波
避
難
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
津
波
避
難
計
画
と
は
、
行
政
が
定
め
る

「
全
体
計
画
」
と
自
治
会
毎
に
避
難
経
路

や
避
難
場
所
を
定
め
る

「
地
域
計
画
」
が

あ
り
ま
す
。

　
沿
岸
部
８
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
、
全

て
の
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
、
既
に
地
域

に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
計
画

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
内
容
を

よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
津
波
か
ら
避

難
す
る
際
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
  害
時
町
と
自
治
会
相

互
の
応
援
に
関
す
る
協
定

　
町
内
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
行

政
だ
け
で
は
対
処
し
き
れ
な
い
場
合
に
、

被
災
を
し
て
い
な
い
自
治
会
か
ら
応
援
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
取
り
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
町
内
で
起
こ
り
得
る

全
て
の
災
害
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
対
策
本
部
の
要
請
又
は
自
主
判
断

に
よ
り
、
被
災
を
受
け
て
い
な
い
自
治
会

は
次
の
事
項
に
つ
い
て
応
援
協
力
を
行
い

ま
す
。

教
食
料

・
飲
料
水
及
び
生
活
必
需
品
の
供

　
給
や
斡
旋

教
避
難
者
の
二
次
避
難
場
所
へ
の
輸
送
、

　
炊
き
出
し
の
実
施

教
避
難
者
の
一
時
収
容
場
所
の
提
供
及
び

　
斡
旋

教
災
害
応
急
活
動
に
必
要
な
自
治
会
員
の

　
派
遣

　
こ
れ
ら
支
援
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
以
外
は
全
て
実
費
相
当
額
を
町
が

負
担
を
し
ま
す
。

炊き出し器の整備

津波避難計画の策定 町

災

防
災
！
地
震
・
津
波
・
大
雨
に
備
え
て
！
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～新冠町津波ハザードマップの作成～
　東日本大震災を踏まえ、北海道は新たな津波シミュレーションを発表

しました。このシミュレーションによると、新冠川河口で9.3ｍ、節婦町

で9.5ｍの津波が襲来する可能性があります。

　津波が襲来した際に、市街地及び節婦町等がどの程度浸水するのかを

示したものが津波ハザードマップです。

　津波ハザードマップには、浸水区域の他に避難場所や緊急連絡先等も

記載されています。

　町内全戸に配布しておりますので、ご家庭で大切に保存してください。

　9月26日、レ・コード館で新冠町教育委員会主催、プラスワンセミナー

（地震防災講演会）が開催され、町民約80名が参加しました。

　講師は、災害ボランティアコーディネーターの吉崎文浩氏で、東日本

大震災の際は、大槌湾周辺のガレキ撤去作業のリーダーとして全国から

参加したボランティア延べ約1000人を指導したそうです。

　「東日本大震災の現状と教訓」として、吉崎さんが実際に撮った写真を

観ながら被災地の現状を学びました。

　現在も被災地でボランティア活動にご尽力されていますが、復興には

ほど遠く、ボランティアの数も減少しているそうです。

　吉崎氏は結びに、新冠町も被災地と似た海岸線が見られるため、大き

な津波が来る可能性があるとし、各家庭での最低限の備蓄と、避難の際

には近所の声かけが重要であると参加者に呼びかけていました。

～新冠防災避難訓練のお知らせ～
　9月30日蚊に予定をしておりました沿岸部自治会の防災避難訓練は、

台風17号の影響もあり雨天と強風のため実施できませんでした。

　毎年継続していた避難訓練であることから、町と対象自治会で日程調

整をし、10月21日蚊に改めて実施することと致しました。

　今回の訓練では、渋滞発生状況や交通量の調査を行うため、徒歩での

避難が困難な方は、車を使った避難を行ってください。

　車で避難される方は、朝日小学校を目指してください。

　なお、詳細については、避難訓練お知らせのチラシをご覧ください。

地震防災講演会の開催


